
　
二
〇
一
六
年
の
訪
日
外
国
人
客

は
、
前
年
比
二
一
．
七
％
増
の
二
四

〇
三
万
九
〇
〇
〇
人

と
な
り
、
四
年
連
続

で
過
去
最
高
を
記
録

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

日
本
政
府
は
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
る
二
〇
二
〇
年

に
訪
日
外
国
人
客
を

四
〇
〇
〇
万
人
に
す

る
目
標
を
掲
げ
て
お

り
、
目
標
達
成
に
向

け
た
政
策
を
順
次
展

開
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
こ
う
し
た
国
の
情

勢
は
白
川
村
に
も
波

及
し
て
お
り
、
二
〇
一
六
年
に
本

村
へ
来
訪
し
た
外
国
人
観
光
客
数

は
、
五
六
万
一
〇
〇
〇
人
と
過
去

最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。
（
本
村

の
外
国
人
観
光
客
数
の
集
計
は
、

こ
れ
ま
で「
せ
せ
ら
ぎ
公
園
駐
車

場
」に
お
け
る
観
光
バ
ス

か
ら
ヒ
ア
リ
ン

グ
調
査
し
た
も

の
で
し
た
が
、

今
回
か
ら
さ
ら
に

レ
ン
タ
カ
ー
と
定

期
・
路
線
バ
ス
を

合
算
す
る
こ
と
に

改
め
ま
し
た
。）

　
近
年
の
訪
日

外
国
人
客
の
大

半
は
東
京
、
富
士

山
、
京
都
、
大
阪

な
ど
、
い
わ
ゆ
る

ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー

ト
に
一
極
集
中
し

て
い
ま
す
が
、
今

後
は
全
国
各
地
へ
の
分
散

や
拡
散
が
進
む
中
で
、
本

村
に
お
い
て
も
さ
ら
に
増

加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　
そ
う
し
た
状
況
下
に
お
い
て
、

私
は
昨
春
か
ら
村
の
観
光
振
興
課

を
拝
命
し
、
ま
た
地
域
で

は
、
「
白
川
郷
荻
町
集
落

の
自
然
環
境
を
守
る
会
」

事
務
局
と
し
て
「
保
存
」

と
「
観
光
」
の
共
存
共
栄

に
奮
闘
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ま
ず

初
め
に
取
り
組
ん
だ
こ
と

は
、
荻
町
交
通
対
策
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
近
年
、
特
に
ア
ジ
ア
圏

の
F
I
T
（F

o
re

ig
n 

Independent 
T
our 

海
外
個

人
旅
行
）が
増

加
傾
向
で
、
こ
れ
に
伴

う
レ
ン
タ
カ
ー
が
観
光

車
両
乗
入
制
限
を
し
て

い
る
集
落
内
を
走
行
す

る
と
い
う
現
象
が
起
き

た
た
め
、
ピ
ク
ト
グ
ラ

ム（
視
覚
的
な
図
で
表

す
技
法
）を
用
い
た
多

言
語
看
板
を
要
所
に
設

置
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
日
本
語
看
板
を
、

ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
を
用
い

た
シ
ン
プ
ル
な
多
言
語

看
板
に
移
行
す
る
こ
と

で
、
外
国
人
の
誰
が
見

て
も
分
か
り
や
す
く
、

そ
し
て
景
観
に
配
慮
し

た
案
内
標
識
が
出
来
ま
し
た
。

　
ま
た
、
近
年
急
増
す
る
観
光
客

の
受
け
入
れ
対
策
と
し
て
、
文
化

や
習
慣
の
違
い
か
ら
起
こ
る
外
国

人
観
光
客
と
の
隔
た
り
の
解
消
を

図
る
た
め
、
白
川
郷
観
光
協
会
青

年
部
と
合
掌
民
宿
の
若
女
将
と
と

も
に
、
マ
ナ
ー
の
啓
発
に
親
し
み

が
持
て
る
よ
う
、
全
十
話
に
渡
る

四
コ
マ
漫
画
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
四
コ
マ
漫
画
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
介
し
て
多
く
の
外
国
人

観
光
客
に
周
知
出
来
る
よ
う
、
白

川
村
観
光
情
報
英
語
版
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
他
、
来
訪
時

に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
村
内
公
衆

無
線
L
A
N（SH

IRA
K
A
W

A
-Go 

編
集
後
記

　
今
年
度
か
ら

せ
せ
ら
ぎ
公
園

の
公
衆
ト
イ
レ

管
理
の
た
め
、

嘱
託
職
員
と
し

て
高
山
市
の
女

性
に
勤
め
て
い

た
だ
い
て
い
ま

す
。
以
前
管
理

し
て
い
た
だ
い

て
い
た
方
が
退
か
れ
、
い
ざ
村
内

で
後
任
を
探
し
て
も
な
か
な
か
見

つ
か
ら
ず
、
脈
が
あ
っ
た
と
思
い

き
や
「
お
父
さ
ん
が
ト
イ
レ
の
臭

い
が
染
着
く
か
ら
ダ
メ
」
と
言
わ

れ
た
と
の
こ
と
。
ま
さ
か
そ
ん
な

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
多
く
の

お
客
さ
ん
が
利
用
す
る
ト
イ
レ
で

掃
除
が
大
変
だ
ろ
う
と
お
父
さ
ん

が
心
配
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
と
思
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
言
葉
を
暗
示
す

る
か
の
よ
う
に
増
え
る
外
国
人
観

光
客
に
比
例
す
る
よ
う
に
、
目
を

離
す
と
「
ゴ
ミ
屋
敷
」
と
変
貌
す

る
ト
イ
レ
。
職
員
は
て
ん
て
こ
舞

い
、
何
か
対
策
は
な
い
も
の
か
と

始
め
た
の
が
ト
イ
レ
の
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
??
ク
リ
ス
マ
ス
、
正
月
、

ひ
な
祭
り
と
女
性
事
務
職
員
も
加

わ
り
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　
き
れ
い
に
飾
り
付
け
ら
れ
た
ト

イ
レ
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
??

　
な
お
、
ト
イ
レ
管
理
の
ス
タ
ッ

フ
募
集
中
で
す
! !

　
お
気
軽
に
お
電
話
下
さ
い
! !

募金ご協力者一覧（敬称略）

平成28年度

竹 筒 募 金

国重文　和田家
ふる郷　長瀬家
神田家
明善寺
合掌造り民家園
焔仁美術館
鳩谷郵便局
であいの館
白川郷の湯
城山館
民宿　十右エ門
民宿　志みづ
民宿　のだにや
民宿　久松
民宿　きどや
民宿　幸エ門
民宿　与四郎
民宿　利兵衛
民宿　一茶
民宿　かんじゃ
民宿　孫右エ門

振替による場合
・郵便振替口座　00810－6－51954
・飛騨農業協同組合白川支店（普）9203800

現金書留による場合及び資料請求先
〒501-5627　岐阜県大野郡白川村荻町2495-3
 （一財）世界遺産白川郷合掌造り保存財団
　TEL（05769）6-3111　ＦＡＸ（05769）6-3113
　☆インターネットでも受け付けています。
　　http://shirakawa-go.org/kikin.html

基金に対する
ご寄付お送り先
及び資料請求先

　合掌財団では世界遺産集落の景観保護を行うた
め、合掌造り家屋の修理に対する助成や合掌造り
を取り巻く全ての建物が農村風景に影響を与えな
いような修景に対する助成等を中心に、集落に暮
らす住民の生活により密着した事業展開を心がけ
ております。
　それらの経費を賄うには、合掌財団のわずかな
基本財産の運用益だけでははるかに及ばないのが
現状です。現在はそれを補う窮余の策として岐阜

県の助成を得て、白川村が緊縮財政の中から捻出
しています。今後の社会情勢の変化に伴い、合掌
財団に対して要請される事業がますます多様化し
ていくものと予想されます。合掌財団がこのよう
な課題にできるだけすみやかに、的確に対処して
いくためには基本財産をより充実させ、運用でき
る果実をもっともっと増やさなくてはなりませ
ん。どうか合掌財団の趣旨にご賛同くださり、皆
様の暖かいご支援、ご協力をお願いします。

世界遺産白川郷合掌集落保存基金にご理解とご協力を世界遺産白川郷合掌集落保存基金にご理解とご協力を世界遺産白川郷合掌集落保存基金にご理解とご協力を世界遺産白川郷合掌集落保存基金にご理解とご協力を

埼玉県 細谷　恵子
東京都 リウ・ミセキ
長野県　丸山　初子
神奈川県 古谷　義幸
愛知県 森　　顕敏
　〃　 ＫＤＤＩ㈱　渡辺　道治
　〃　 大森　國雄
　〃　 北條　正典（平和荘）
岐阜県 ㈲高山観光写真サービス
　〃　 ㈱三輪酒造
 　三輪　研二
白川村 白川中学校生徒会
　　　　　　　（茅刈り活動）
　〃　 ㈲ひだ白川郷かたりべ
　〃　 田口屋製菓
　〃　 白川郷荻町集落の
　　　　　自然環境を守る会
滋賀県 ㈱文教スタヂオ
 代表取締役   一円　泰成
和歌山県 石田　真紀
鹿児島県 中村　厚仁

愛知県 乗越　隆司
埼玉県 細谷　恵子
東京都 南　　久栄
神奈川県 北村　秀雄
　〃 小野　　剛
　〃 古谷　義幸
静岡県 石原　正美
愛知県 大森　國雄
　〃 河合　銀一
　〃 森　　顕敏
　〃 北條　正典
岐阜県 熊崎　孝子
　〃 早川美和子
　〃 ㈱飛騨企画販売

外国人旅行客の受け入れ
白川村観光振興課 主査 尾 崎 達 也

ありがとうございます

現在店舗に合掌基金募
金箱の設置がなく、設
置希望の方や、募金箱
の破損などありました
ら財団までご連絡くだ
さい。

民宿　源作
民宿　よきち
民宿　わだや
民宿　伊三郎
民宿　大田屋

お食事処　忠兵衛
基太の庄
白楽
文化喫茶　郷愁
喫茶　狩人
食事喫茶　今昔
ちとせ
いっぷく　ちな
山本屋
飛騨路
手打ちそば処　乃むら
しらおぎ
いさなみ
たなか屋
味処　ゆきんこ
与ぜ
白水園
いろり
喫茶　さとう
天守閣
コーヒー　鄙

あらい食堂
ます園　文助
合掌森崎
盛善
元気な野菜館
恵びす屋
おいしんぼ
おけさ
合掌庵
しゃくなげ
佐藤民芸品店
今藤商店
こびき屋
めめんこ
道の駅白川郷
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W
i-Fi

）に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

接
続
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
の
際
に
、

最
初
に
こ
の
四
コ
マ
漫
画
が
閲
覧

出
来
る
よ
う
進
め
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
飛
騨
三
市
一
村
に
よ
る

広
域
連
携
で
は
、
飛
騨
地
域
国
際

観
光
振
興
特
区
通
訳
案
内
士
養
成

講
座
を
開
設
し
て
、
高
山
市
、
飛

騨
市
、
下
呂
市
、
白
川
村
の
全
域

内
で
報
酬
を
得
た
通
訳
案
内
が
出

来
る
制
度
を
設
け
ま
し
た
。
本
村

に
お
い
て
は
、
一
名
の
方
が
試
験
に

合
格
し
本
資
格
を
取
得
さ
れ
ま
し

た
。
村
の
新
し
い
生
業
と
し
て
期

待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
平
成
二
十
七
年
、
国
が
地
方
創

生
を
推
進
す
る
中
で
、
当
時
私
は

村
の
企
画
担
当
と
し
て
、
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生「
白
川
村
総

合
戦
略
」と
い
う
村
の
将
来
計
画

策
定
に
携
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
計

画
の
中
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、

村
の
人
口
は
二
〇
四
〇
年（
平
成

五
十
二
年
）に
は
約
千
四
百
人
に

ま
で
減
少
し
、
人
口
構
造
も
今
後

ま
す
ま
す
、
少
子
高
齢
化
が
進
ん

で
い
く
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
産
業

も
、
こ
う
し
た
将
来
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
を
見
据
え
な
が
ら
、
量
か
ら
質 交通対策交通対策

白川郷の合掌造り （ 1） （ 8） 白川郷の合掌造り

第　19　号
平成29年3月31日

古紙配合率80％再生紙使用

発行　（一財）世界遺産白川郷
合掌造り保存財団

岐阜県大野郡白川村荻町
2495番地の3

80



世界遺産集落保存事業費
1,285万円　9％

村補助金収入
（駐車場世界遺産
保存協力費の一部）
1,320万円
9.2％

財産運用・利息収入
611万円 　4.2％

雑収入
28万円 
0.2％

歳出 1億4,235万円歳入 1億4,235万円
一般事務管理費
74万円 0.5％

財団が、どのような収入を得て、どのように支出しているのか、平成28年度の会計状況をお伝えします。

基本財産　302,361,000円
運用財産　370,943,298円
合　　計　673,304,298円

財団が保持している基金の現在額（平成29年3月）

平成28年度

・・・一般財団法人世界遺産白川郷合掌造り保存財団・・・

財源内訳

平成27年度の主な事業平成28年度の主な事業

財源内訳

1．修理事業
差し茅 3棟

伝統的建造物修理 3棟

棟茅葺替 86/108棟

トタン屋根葺替 
2．修景事業
修景協力費助成 3棟

トタン屋根葺替 
ビニールシート指定色奨励事業 34枚

一般建築物茅屋根補修 3棟

オダレ助成 37枚

3．地域活性化事業
自治保存会活動費助成
自治保存会育成事業
人材育成事業 

4．水田復旧事業
復旧農地の維持管理・活用 　水田63.10a、畑0.7a

4,754,000円
68,000円

1,089,000円
3,597,000円

0円
807,750円
358,000円

0円
205,090円
94,000円
150,660円
2,493,954円
1,000,000円
647,872円
846,082円
2,329,760円
2,329,760円

村補助金
基金運用利息

10,000,000円
385,464円

合　計

合　計 10,385,464円

　財団は世界遺産集落を保全し、後世に残していくための
公益事業を行っており、主な経費は村営駐車場の受託費で
賄われています。設立当初よりせせらぎ公園駐車場と付随す
る総合案内所の管理運営業務を行い、現在は寺尾・弥陀
島臨時駐車場を含め繁盛期の渋滞緩和にも努めています。
　駐車場で徴収された駐車料金は村に収納され、駐車場
や施設の維持管理費に当てられ、一部は管理受託費として
財団の歲入となります。また、世界遣産地区の修理・修景
助成、地域振興策等にも使われ、事業計画に応じ村から補
助金として入ります。
　平成28年度のせせらぎ公園小呂駐車場の総収入は、
13,768万円（前年比425万円増)となりました。受託事業費とし
て9,200万円、集落整備事業及ぴ運営費補助金として1,320
万円を村からの収入とし事業を行いました。
　基金は約6億7,330万円、平成28年度は611万円の財産
運用利息収入となり、財団の貴重な財源として集落保存事
業を中心に活用されています。 10,385,464円

　
バ
ス
の
季
節
毎
に
よ
る
入
込
の
状
況
は
、

こ
こ
数
年
で
す
っ
か
り
様
変
わ
り
し
ま
し

た
。
か
つ
て
は
バ
ス
が
大
挙
押
し
寄
せ
る

季
節
と
い
え
ば
、
紅
葉
の
時
期
と
い
う
の

が
定
番
で
し
た
。
こ
の
時
期
は
現
在
も
入

場
数
は
多
い
の
で
す
が
、
こ
こ
数
年
大
き

な
変
動
は
な
く
似
た
よ
う
な
値
を
キ
ー
プ

し
て
い
ま
す
。
現
在
こ
の
時
期
以
上
に
バ

ス
が
入
場
す
る
季
節
と
い
え
ば
、
春
、
四

〜
五
月
の
時
期
で
す
。
入
場
す
る
バ
ス
の

大
半
は
外
国
人
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
ほ

と
ん
ど
す
べ
て
が
立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン

ル
ー
ト
　
雪
の
大
谷
ウ
ォ
ー
ク
に
参
加
す

る
ツ
ア
ー
で
す
。
昇
龍
道
戦
略
を
初
め
と

し
た
、
国
を
挙
げ
て
の
外
国
人
招
致
効
果

が
実
を
結
ん
だ
結
果
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

よ
う
に
外
国
人
旅
行
客
に
よ
っ
て
観
光
動

向
に
影
響
を
及
ぼ
す
例
が
近
年
多
く
見
ら

れ
ま
す
。

　
今
年
度
十
月
、
旧
白
川
診
療
所
跡
地
に

白
川
郷
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
今
ま
で
せ
せ
ら
ぎ

駐
車
場
に
乗
り
入
れ
て
い
た
各
路
線
バ
ス

の
発
着
所
は
す
べ
て
移
動
し
ま
し
た
。
個

人
で
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
の
多
く
が
こ

の
路
線
バ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
の
で
、

バ
ス
待
ち
の
滞
留
客
は
一
気
に
姿
を
消
し

ま
し
た
。
た
だ
、
観
光
バ
ス
か
ら
降
り
て

く
る
乗
客
の
多
く
が
外
国
人
で
あ
り
、
ま

た
近
年
レ
ン
タ
カ
ー
で
入
村
す
る
外
国
人

客
も
年
々
増
え
て
い
ま
す
の
で
、
相
変
わ

ら
ず
駐
車
場
周
辺
は
海
外
の
よ
う
で
す
。

　
レ
ン
タ
カ
ー
利
用
者
が
す
べ
て
外
国
人
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
せ
せ
ら
ぎ
駐
車
場
普
通

車
の
約
二
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
心
配
な
こ

と
は
入
込
台
数
の
増
加
に
対
し
、レ
ン
タ
カ
ー

増
加
比
率
が
上
回
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
外
国
人
旅
行
客
が
急
増
す
る
一
方
で
、

日
本
人
観
光
客
は
減
少
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
外
国
人
旅
行
客

に
来
村
頂
け
れ
ば
良
い
の
で
す
が
、
も
し
流

れ
が
変
わ
っ
た
と
き
、
爆
買
い
以
降
の
デ
パ
ー

ト
の
よ
う
に
、
淋
し
い
光
景
が
広
が
る
の
で

は
な
い
か
、
一
抹
の
不
安
は
あ
り
ま
す
。

　
せ
せ
ら
ぎ
駐
車
場
は
年
中
無
休
で
運
用
を

行
い
、
一
年
の
約
六
割
の
期
間
は
こ
の
駐
車

場
だ
け
を
稼
働
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
普

通
車
入
場
数
は
昨
年
度
よ
り
約
四
千
台
増

え
、
十
三
万
七
千
台
（
前
年
比
一
〇
三
％
）

と
な
り
過
去
最
高
を
更
新
し
ま
し
た
。
月
別

に
み
る
と
、
四
月
、
六
月
、
七
月
と
い
っ
た

従
来
落
ち
着
い
た
入
込
だ
っ
た
時
期
の
増
加

が
顕
著
で
す
。
み
だ
し
ま
・
寺
尾
を
含
め
た

三
駐
車
場
の
普
通
車
総
合
台
数
は
十
九
万
三

千
台
、
昨
年
比
二
千
台
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
バ
ス
台
数
に
つ
い
て
も
冒
頭
で
お
伝
え
し

た
と
お
り
外
国
人
ツ
ア
ー
客
の
増
加
に
よ
っ

て
、
東
日
本
大
震
災
で
落
ち
込
ん
で
以
来
、

徐
々
に
入
場
台
数
を
戻
し
な
が
ら
今
年
度
久

し
ぶ
り
に
過
去
最
高
値
を
更
新
し
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
九
年
四
月
よ
り
せ
せ
ら
ぎ
駐
車

場
普
通
車
料
金
を
倍
の
千
円
に
値
上
げ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
運
用
開
始
以
来
二
十

年
が
経
過
し
大
が
か
り
な
補
修
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。
多
言
語
対
応
の
案
内
、
渋

滞
を
発
生
さ
せ
な
い
駐
車
場
間
の
車
両
誘
導

の
徹
底
等
、
お
客
様
に
と
っ
て
も
住
民
の
皆

様
に
と
っ
て
も
、
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

努
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

財
団
が
管
理
す
る
村
営
駐
車
場

　
　平
成
二
十
八
年
度
の
入
込
み

指定管理受託事業費
9,140万円
64.5％

次期繰越
収支差額
3,736万円
26％

次期繰越
収支差額
3,736万円
26％

次期繰越
収支差額
3,736万円
26％

指定管理受託事業収入
9,140万円
64.5％

前期繰越
（基金積立金を含む）
2,836万円
19.9％ 

一般寄付金
収入

300万円
2％

世界遺産白川郷合掌造り集落の夏の夜は
星空がとてもきれいです

「合掌造りバックに花火してるとこ撮ろう」 「わーい！！」

合掌造りバックに
花火してるとこ撮ろう

カン

カン

わーい！！

はーい…

火の用心
火の用心

カン

カン花火
　禁止

花火
　禁止

ファミリーの旅行者たち

世界遺産白川郷合掌造り集落は
花火厳禁です！

花火をする旅行者親子に近づいてくる「火の用心」の声。

花火をする親子のそばで「火の用心！」の声を大きくしていく
巡視の村人。花火をやめる旅行者。
世界遺産白川郷合掌造り集落は花火禁止です！

【四コマ漫画】花火は禁止です
世界遺産白川郷合掌造り集落は
集落内の幹線道路において
観光車両の進入規制を実施しています

そのおかげで歩行者も安心して
集落内を歩けます

観光バスや乗用車が数台駐車場に停まっている　まわりには旅行者

ただ…

急いでるん
だけど～！

あの…

……歩行者天国ではないんです。
生活車両は通るのです……。

歩行者天国状態になった道で軽トラが進めなくて困っている

【四コマ漫画】歩行者天国！？

W
i-Fi

）に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
の
際
に
、
最
初
に
こ
の
四
コ
マ

漫
画
が
閲
覧
出
来
る
よ
う
進
め
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
飛
騨
三
市
一
村
に
よ
る
広
域
連

携
で
は
、
飛
騨
地
域
国
際
観
光
振
興
特
区
通

訳
案
内
士
養
成
講
座
を
開
設
し
て
、
高
山

市
、
飛
騨
市
、
下
呂
市
、
白
川
村
の
全
域
内

で
報
酬
を
得
た
通
訳
案
内
が
出
来
る
制
度
を

設
け
ま
し
た
。
本
村
に
お
い
て
は
、
一
名
の
方

が
試
験
に
合
格
し
本
資
格
を
取
得
さ
れ
ま
し

た
。
村
の
新
し
い
生
業
と
し
て
期
待
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
平
成
二
十
七
年
、
国
が
地
方
創
生
を
推
進

す
る
中
で
、
当
時
私
は
村
の
企
画
担
当
と
し

て
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生「
白
川
村

総
合
戦
略
」と
い
う
村
の
将
来
計
画
策
定
に

携
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
計
画
の
中
の
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
村
の
人
口
は
二
〇
四
〇

年（
平
成
五
十
二
年
）に
は
約
千
四
百
人
に

ま
で
減
少
し
、
人
口
構
造
も
今
後
ま
す
ま

す
、
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
く
と
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る

観
光
産
業
も
、
こ
う
し
た
将
来
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
を
見
据
え
な
が
ら
、
量
か
ら
質
に

シ
フ
ト
す
る
観
光
の
変
革
期
に
差
し
掛

か
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
村
づ
く
り
に
お
い
て

は
、
村
民
一
人
ひ
と
り
が
村
の
こ
と
を
考

え
、
参
画
す
る
こ
と
が
、
白
川
村
創
生
の

大
き
な
原
動
力
と
な
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
何

卒
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

白川郷の合掌造り （ 3） （ 2） 白川郷の合掌造り



世界遺産集落保存事業費
1,285万円　9％

村補助金収入
（駐車場世界遺産
保存協力費の一部）
1,320万円
9.2％

財産運用・利息収入
611万円 　4.2％

雑収入
28万円 
0.2％

歳出 1億4,235万円歳入 1億4,235万円
一般事務管理費
74万円 0.5％

財団が、どのような収入を得て、どのように支出しているのか、平成28年度の会計状況をお伝えします。

基本財産　302,361,000円
運用財産　370,943,298円
合　　計　673,304,298円

財団が保持している基金の現在額（平成29年3月）

平成28年度

・・・一般財団法人世界遺産白川郷合掌造り保存財団・・・

財源内訳

平成27年度の主な事業平成28年度の主な事業

財源内訳

1．修理事業
差し茅 3棟

伝統的建造物修理 3棟

棟茅葺替 86/108棟

トタン屋根葺替 
2．修景事業
修景協力費助成 3棟

トタン屋根葺替 
ビニールシート指定色奨励事業 34枚

一般建築物茅屋根補修 3棟

オダレ助成 37枚

3．地域活性化事業
自治保存会活動費助成
自治保存会育成事業
人材育成事業 

4．水田復旧事業
復旧農地の維持管理・活用 　水田63.10a、畑0.7a

4,754,000円
68,000円

1,089,000円
3,597,000円

0円
807,750円
358,000円

0円
205,090円
94,000円
150,660円
2,493,954円
1,000,000円
647,872円
846,082円
2,329,760円
2,329,760円

村補助金
基金運用利息

10,000,000円
385,464円

合　計

合　計 10,385,464円

　財団は世界遺産集落を保全し、後世に残していくための
公益事業を行っており、主な経費は村営駐車場の受託費で
賄われています。設立当初よりせせらぎ公園駐車場と付随す
る総合案内所の管理運営業務を行い、現在は寺尾・弥陀
島臨時駐車場を含め繁盛期の渋滞緩和にも努めています。
　駐車場で徴収された駐車料金は村に収納され、駐車場
や施設の維持管理費に当てられ、一部は管理受託費として
財団の歲入となります。また、世界遣産地区の修理・修景
助成、地域振興策等にも使われ、事業計画に応じ村から補
助金として入ります。
　平成28年度のせせらぎ公園小呂駐車場の総収入は、
13,768万円（前年比425万円増)となりました。受託事業費とし
て9,200万円、集落整備事業及ぴ運営費補助金として1,320
万円を村からの収入とし事業を行いました。
　基金は約6億7,330万円、平成28年度は611万円の財産
運用利息収入となり、財団の貴重な財源として集落保存事
業を中心に活用されています。 10,385,464円

　
バ
ス
の
季
節
毎
に
よ
る
入
込
の
状
況
は
、

こ
こ
数
年
で
す
っ
か
り
様
変
わ
り
し
ま
し

た
。
か
つ
て
は
バ
ス
が
大
挙
押
し
寄
せ
る

季
節
と
い
え
ば
、
紅
葉
の
時
期
と
い
う
の

が
定
番
で
し
た
。
こ
の
時
期
は
現
在
も
入

場
数
は
多
い
の
で
す
が
、
こ
こ
数
年
大
き

な
変
動
は
な
く
似
た
よ
う
な
値
を
キ
ー
プ

し
て
い
ま
す
。
現
在
こ
の
時
期
以
上
に
バ

ス
が
入
場
す
る
季
節
と
い
え
ば
、
春
、
四

〜
五
月
の
時
期
で
す
。
入
場
す
る
バ
ス
の

大
半
は
外
国
人
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
ほ

と
ん
ど
す
べ
て
が
立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン

ル
ー
ト
　
雪
の
大
谷
ウ
ォ
ー
ク
に
参
加
す

る
ツ
ア
ー
で
す
。
昇
龍
道
戦
略
を
初
め
と

し
た
、
国
を
挙
げ
て
の
外
国
人
招
致
効
果

が
実
を
結
ん
だ
結
果
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

よ
う
に
外
国
人
旅
行
客
に
よ
っ
て
観
光
動

向
に
影
響
を
及
ぼ
す
例
が
近
年
多
く
見
ら

れ
ま
す
。

　
今
年
度
十
月
、
旧
白
川
診
療
所
跡
地
に

白
川
郷
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
今
ま
で
せ
せ
ら
ぎ

駐
車
場
に
乗
り
入
れ
て
い
た
各
路
線
バ
ス

の
発
着
所
は
す
べ
て
移
動
し
ま
し
た
。
個

人
で
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
の
多
く
が
こ

の
路
線
バ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
の
で
、

バ
ス
待
ち
の
滞
留
客
は
一
気
に
姿
を
消
し

ま
し
た
。
た
だ
、
観
光
バ
ス
か
ら
降
り
て

く
る
乗
客
の
多
く
が
外
国
人
で
あ
り
、
ま

た
近
年
レ
ン
タ
カ
ー
で
入
村
す
る
外
国
人

客
も
年
々
増
え
て
い
ま
す
の
で
、
相
変
わ

ら
ず
駐
車
場
周
辺
は
海
外
の
よ
う
で
す
。

　
レ
ン
タ
カ
ー
利
用
者
が
す
べ
て
外
国
人
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
せ
せ
ら
ぎ
駐
車
場
普
通

車
の
約
二
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
心
配
な
こ

と
は
入
込
台
数
の
増
加
に
対
し
、レ
ン
タ
カ
ー

増
加
比
率
が
上
回
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
外
国
人
旅
行
客
が
急
増
す
る
一
方
で
、

日
本
人
観
光
客
は
減
少
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
外
国
人
旅
行
客

に
来
村
頂
け
れ
ば
良
い
の
で
す
が
、
も
し
流

れ
が
変
わ
っ
た
と
き
、
爆
買
い
以
降
の
デ
パ
ー

ト
の
よ
う
に
、
淋
し
い
光
景
が
広
が
る
の
で

は
な
い
か
、
一
抹
の
不
安
は
あ
り
ま
す
。

　
せ
せ
ら
ぎ
駐
車
場
は
年
中
無
休
で
運
用
を

行
い
、
一
年
の
約
六
割
の
期
間
は
こ
の
駐
車

場
だ
け
を
稼
働
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
普

通
車
入
場
数
は
昨
年
度
よ
り
約
四
千
台
増

え
、
十
三
万
七
千
台
（
前
年
比
一
〇
三
％
）

と
な
り
過
去
最
高
を
更
新
し
ま
し
た
。
月
別

に
み
る
と
、
四
月
、
六
月
、
七
月
と
い
っ
た

従
来
落
ち
着
い
た
入
込
だ
っ
た
時
期
の
増
加

が
顕
著
で
す
。
み
だ
し
ま
・
寺
尾
を
含
め
た

三
駐
車
場
の
普
通
車
総
合
台
数
は
十
九
万
三

千
台
、
昨
年
比
二
千
台
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
バ
ス
台
数
に
つ
い
て
も
冒
頭
で
お
伝
え
し

た
と
お
り
外
国
人
ツ
ア
ー
客
の
増
加
に
よ
っ

て
、
東
日
本
大
震
災
で
落
ち
込
ん
で
以
来
、

徐
々
に
入
場
台
数
を
戻
し
な
が
ら
今
年
度
久

し
ぶ
り
に
過
去
最
高
値
を
更
新
し
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
九
年
四
月
よ
り
せ
せ
ら
ぎ
駐
車

場
普
通
車
料
金
を
倍
の
千
円
に
値
上
げ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
運
用
開
始
以
来
二
十

年
が
経
過
し
大
が
か
り
な
補
修
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。
多
言
語
対
応
の
案
内
、
渋

滞
を
発
生
さ
せ
な
い
駐
車
場
間
の
車
両
誘
導

の
徹
底
等
、
お
客
様
に
と
っ
て
も
住
民
の
皆

様
に
と
っ
て
も
、
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

努
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

財
団
が
管
理
す
る
村
営
駐
車
場

　
　平
成
二
十
八
年
度
の
入
込
み

指定管理受託事業費
9,140万円
64.5％

次期繰越
収支差額
3,736万円
26％

次期繰越
収支差額
3,736万円
26％

次期繰越
収支差額
3,736万円
26％

指定管理受託事業収入
9,140万円
64.5％

前期繰越
（基金積立金を含む）
2,836万円
19.9％ 

一般寄付金
収入

300万円
2％

世界遺産白川郷合掌造り集落の夏の夜は
星空がとてもきれいです

「合掌造りバックに花火してるとこ撮ろう」 「わーい！！」

合掌造りバックに
花火してるとこ撮ろう

カン

カン

わーい！！

はーい…

火の用心
火の用心

カン

カン花火
　禁止

花火
　禁止

ファミリーの旅行者たち

世界遺産白川郷合掌造り集落は
花火厳禁です！

花火をする旅行者親子に近づいてくる「火の用心」の声。

花火をする親子のそばで「火の用心！」の声を大きくしていく
巡視の村人。花火をやめる旅行者。
世界遺産白川郷合掌造り集落は花火禁止です！

【四コマ漫画】花火は禁止です
世界遺産白川郷合掌造り集落は
集落内の幹線道路において
観光車両の進入規制を実施しています

そのおかげで歩行者も安心して
集落内を歩けます

観光バスや乗用車が数台駐車場に停まっている　まわりには旅行者

ただ…

急いでるん
だけど～！

あの…

……歩行者天国ではないんです。
生活車両は通るのです……。

歩行者天国状態になった道で軽トラが進めなくて困っている

【四コマ漫画】歩行者天国！？

W
i-Fi

）に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
の
際
に
、
最
初
に
こ
の
四
コ
マ

漫
画
が
閲
覧
出
来
る
よ
う
進
め
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
飛
騨
三
市
一
村
に
よ
る
広
域
連

携
で
は
、
飛
騨
地
域
国
際
観
光
振
興
特
区
通

訳
案
内
士
養
成
講
座
を
開
設
し
て
、
高
山

市
、
飛
騨
市
、
下
呂
市
、
白
川
村
の
全
域
内

で
報
酬
を
得
た
通
訳
案
内
が
出
来
る
制
度
を

設
け
ま
し
た
。
本
村
に
お
い
て
は
、
一
名
の
方

が
試
験
に
合
格
し
本
資
格
を
取
得
さ
れ
ま
し

た
。
村
の
新
し
い
生
業
と
し
て
期
待
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
平
成
二
十
七
年
、
国
が
地
方
創
生
を
推
進

す
る
中
で
、
当
時
私
は
村
の
企
画
担
当
と
し

て
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生「
白
川
村

総
合
戦
略
」と
い
う
村
の
将
来
計
画
策
定
に

携
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
計
画
の
中
の
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
村
の
人
口
は
二
〇
四
〇

年（
平
成
五
十
二
年
）に
は
約
千
四
百
人
に

ま
で
減
少
し
、
人
口
構
造
も
今
後
ま
す
ま

す
、
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
く
と
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る

観
光
産
業
も
、
こ
う
し
た
将
来
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
を
見
据
え
な
が
ら
、
量
か
ら
質
に

シ
フ
ト
す
る
観
光
の
変
革
期
に
差
し
掛

か
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
村
づ
く
り
に
お
い
て

は
、
村
民
一
人
ひ
と
り
が
村
の
こ
と
を
考

え
、
参
画
す
る
こ
と
が
、
白
川
村
創
生
の

大
き
な
原
動
力
と
な
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
何

卒
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

白川郷の合掌造り （ 3） （ 2） 白川郷の合掌造り



◎
京
都
市
産
業
観
光
局

● 

白
川
郷
と
京
都
。
規
模
の
差
は
あ
っ
て

も
、
外
国
人
対
応
、
ゴ
ミ
問
題
、
交
通
対

策
等
悩
み
の
部
分
は
共
通
し
て
い
る
こ
と

を
実
感
し
た
。

● 

昭
和
三
十
一
年
制
定
の
京
都
市
住
民
憲

章
に
「
旅
行
者
を
あ
た
た
か
く
む
か
え
ま

し
ょ
う
」
の
文
言
が
あ
り
、
荻
町
も
原
点

に
返
り
「
お
も
て
な
し
の
心
」
を
京
都
に

学
ぶ
べ
き
で
あ
る
と
感
じ
た
。

● 

現
在
の
京
都
市
観
光
復
興
計
画
が
目
指

す
姿
は
「
世
界
が
あ
こ
が
れ
る
観
光
都
市

へ
」。
志
高
く
旅
行
者
と
住
人
が
快
適
に
過

ご
せ
る
環
境
を
つ
く
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る

姿
に
共
感
し
た
。

● 

外
国
人
観
光
客
へ
の
マ
ナ
ー
啓
発
の
取

り
組
み
と
し
て
、「
京
都
の
ト
リ
セ
ツ
」
や

外
国
人
留
学
生
の
目
線
で
作
成
し

た
マ
ナ
ー
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
開
発
、

多
言
語
表
示
で
は
な
く
図
案
に
よ

る
サ
イ
ン
看
板
の
設
置
、
W
e
b

や
S
N
S
に
よ
る
拡
散
、
フ
リ
ー

ペ
ー
パ
ー
の
活
用
等
、
多
く
の
ヒ

ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。

● 

現
在
白
川
村
で
活
用
中
の
ト
イ

レ
の
外
国
人
向
け
使
用
案
内
の
図

案
。
京
都
市
さ
ん
が
他
の
デ
ザ
イ
ン

を
含
め
、
必
要
な
観
光
地
に
無
償
提

供
下
さ
っ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
。

◎
世
界
遺
産
姫
路
城

● 

シ
ル
バ
ー
に
よ
る
有
料
ガ
イ
ド
を
つ
け

て
見
学
し
た
が
、
小
ネ
タ
と
専
門
的
な
話
を

交
え
な
が
ら
、
姫
路
城
を
堪
能
。
修
復
し
た

白
漆
喰
は
年
々
く
す
ぶ
り
を
増
す
の
で
、
こ

の
白
く
輝
く
お
城
は
今
し
か
見
る
こ
と
が
出

来
な
い
貴
重
な
景
観
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

● 

シ
ル
バ
ー

に
よ
る
有
料

ガ
イ
ド
の
知

識
の
深
さ
や

話
し
上
手
に

感
激
。
白
川

村
は
も
っ
と

案
内
人
を
増

や
す
必
要
が

あ
る
と
感
じ

た
。
地
元
の

人
と
の
ふ
れ ▲姫路城

▲京都市役所▲京都市役所にて勉強会

▲姫路城について語るガイドさん

▲教育委員会豊島さんよりお話を

▲風見鶏の館　館長さんよりお話を▲風見鶏の館　館内

▲洋風異人館の町並み

▲右：京都ノトリセツ▲シルバーによる有料ガイド

　平
成
二
十
八
年
度
の
自
治
保
存
会
育

成
事
業
は
、
七
月
六
日
〜
七
日
の
日
程

で
京
都
府
京
都
市
と
兵
庫
県
姫
路
市
・

神
戸
市
へ
視
察
研
修
に
行
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
事
務
局
を
含
め
十
八
名
、
観

光
業
に
関
わ
る
女
性
の
方
々
が
多
く
ご

参
加
下
さ
い
ま
し
た
。

　一
日
目
に
は
京
都
市
役
所
の
京
都
市

産
業
観
光
局
観
光
M
I
C
E
推
進
室
へ

視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　京
都
市
産
業
観
光
局
観
光
M
I
C
E

推
進
室
で
は
、
観
光
資
源
の
保
護
・
整
備
、

観
光
振
興
対
策
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
外
国

人
観
光
客
へ
の
マ
ナ
ー
啓
発
、
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
の
作
成
、
ト
イ
レ
の
使
用
方
法
に
関
す
る

啓
発
ス
テ
ッ
カ
ー
の
作
成
な
ど
、
当
村
で
も

急
増
す
る
外
国
人
観
光
客
受
入
れ
対
策
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　二
日
目
に
は
昨
年
三
月
に
平
成
の
大
修
理

を
終
え
た
国
宝
・
世
界
遺
産
「
姫
路
城
」
及

び
神
戸
市
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
「
神
戸
市
北
野
町
山
本
通
」
を
視
察
し
、

保
存
の
取
り
組
み
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
姫

路
城
で
は
二
組
に
分
か
れ
て
「
姫
路
城
シ
ル

バ
ー
観
光
ガ
イ
ド
」の
方
に
見
ど
こ
ろ
や
謎
、

時
に
は
ク
イ
ズ
な
ど
で
城
内
を
案
内
し
て
頂

き
ま
し
た
。

あ
い
が
大
事
。
話
を
聞
き
な
が

ら
回
る
こ
と
で
、
よ
さ
が
二
倍

に
も
三
倍
に
も
感
じ
た
。

● 

外
国
人
観
光
客
向
け
の
ガ
イ

ド
さ
ん
を
何
組
か
見
か
け
ま
し

た
。
白
川
村
で
は
合
掌
造
り
や

文
化
な
ど
に
つ
い
て
深
く
理
解

し
て
帰
ら
れ
る
外
国
人
個
人
客

は
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
国

内
外
の
お
客
様
に
村
の
本
当
の

魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
受
け
皿

は
ま
だ
整
っ
て
い
な
い
こ
と
を
感
じ
ま
し

た
。
語
学
を
生
か
せ
る
職
場
が
増
え
る
こ
と

は
、U
タ
ー
ン
者
の
受
け
皿
に
も
な
り
そ
う
。

● 

毎
月
十
日
に
地
域
住
民
や
学
校
が
参
加
し

た
清
掃
活
動
を
実
施
し
て
い
る
と
の
事
。
多

く
の
支
え
が
あ
っ
て
今
が
あ
る
こ
と
を
痛
感
。

◎
北
野
町
山
本
通
伝
建
地
区

● 

伝
建
地
区
の
活
用
と
し
て
、
良
好
な
住

宅
地
と
し
て
の
活
用
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来

た
。
洋
館
の
ペ
ン
キ
が
十
年
で
塗
り
替
え
を

必
要
と
す
る
ご
苦
労
に
驚
い
た
。
そ
れ
で
も

文
化
財
を
守
り
住
む
こ
と
を
後
継
者
に
つ
な

ぐ
努
力
と
い
う
課
題
を
共
有
で
き
た
。

● 

歴
史
ア
ー
カ
イ
ブ
の
話
か
ら
、
次
代
を

担
う
子
供
達
へ
の
「
郷
土
を
知
り
郷
土
か
ら

学
ぶ
学
習
」
の
重
要
性
を
感
じ
た
。

● 

風
見
鶏
の
館
の
館
長
さ
ん
の
説
明
は
分

か
り
や
す
く
、
ガ
イ
ド
は
や
っ
ぱ
り
重
要
だ

と
感
じ
た
。

● 
伝
統
的
建
造
物
に
認
定
さ
れ
て
い
て
も
、

維
持
や
財
源
確
保
が
難
し
く
て
所
有
者
個
人

の
負
担
が
大
き
い
限
り
は
、
今
あ
る
姿
を
残

し
続
け
る
こ
と
は
厳
し
い
の
だ
と
実
感
し
ま

し
た
。

京都府京都市　兵庫県姫路市・神戸市 視察研修

　神
戸
市
北
野
町
で
は
保
存
会
会
長
森
田
さ

ん
よ
り
伝
建
地
区
の
歴
史
的
背
景
と
現
状

を
、
神
戸
市
教
育
委
員
会
豊
島
さ
ん
よ
り
守

る
た
め
の
住
民
組
織
づ
く
り
へ
の
苦
労
や
、

次
世
代
へ
つ
な
ぐ
た
め
の
歴
史
ア
ー
カ
イ
ブ

な
ど
の
お
話
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　研
修
の
報
告
は
、
守
る
会
（
和
田
会
長
）

で
取
り
ま
と
め
て
い
た
だ
い
た
参
加
者
の
感

想
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平成28年度　自治保存会育成事業
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◎
京
都
市
産
業
観
光
局

● 

白
川
郷
と
京
都
。
規
模
の
差
は
あ
っ
て

も
、
外
国
人
対
応
、
ゴ
ミ
問
題
、
交
通
対

策
等
悩
み
の
部
分
は
共
通
し
て
い
る
こ
と

を
実
感
し
た
。

● 

昭
和
三
十
一
年
制
定
の
京
都
市
住
民
憲

章
に
「
旅
行
者
を
あ
た
た
か
く
む
か
え
ま

し
ょ
う
」
の
文
言
が
あ
り
、
荻
町
も
原
点

に
返
り
「
お
も
て
な
し
の
心
」
を
京
都
に

学
ぶ
べ
き
で
あ
る
と
感
じ
た
。

● 

現
在
の
京
都
市
観
光
復
興
計
画
が
目
指

す
姿
は
「
世
界
が
あ
こ
が
れ
る
観
光
都
市

へ
」。
志
高
く
旅
行
者
と
住
人
が
快
適
に
過

ご
せ
る
環
境
を
つ
く
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る

姿
に
共
感
し
た
。

● 

外
国
人
観
光
客
へ
の
マ
ナ
ー
啓
発
の
取

り
組
み
と
し
て
、「
京
都
の
ト
リ
セ
ツ
」
や

外
国
人
留
学
生
の
目
線
で
作
成
し

た
マ
ナ
ー
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
開
発
、

多
言
語
表
示
で
は
な
く
図
案
に
よ

る
サ
イ
ン
看
板
の
設
置
、
W
e
b

や
S
N
S
に
よ
る
拡
散
、
フ
リ
ー

ペ
ー
パ
ー
の
活
用
等
、
多
く
の
ヒ

ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。

● 

現
在
白
川
村
で
活
用
中
の
ト
イ

レ
の
外
国
人
向
け
使
用
案
内
の
図

案
。
京
都
市
さ
ん
が
他
の
デ
ザ
イ
ン

を
含
め
、
必
要
な
観
光
地
に
無
償
提

供
下
さ
っ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
。

◎
世
界
遺
産
姫
路
城

● 
シ
ル
バ
ー
に
よ
る
有
料
ガ
イ
ド
を
つ
け

て
見
学
し
た
が
、
小
ネ
タ
と
専
門
的
な
話
を

交
え
な
が
ら
、
姫
路
城
を
堪
能
。
修
復
し
た

白
漆
喰
は
年
々
く
す
ぶ
り
を
増
す
の
で
、
こ

の
白
く
輝
く
お
城
は
今
し
か
見
る
こ
と
が
出

来
な
い
貴
重
な
景
観
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

● 

シ
ル
バ
ー

に
よ
る
有
料

ガ
イ
ド
の
知

識
の
深
さ
や

話
し
上
手
に

感
激
。
白
川

村
は
も
っ
と

案
内
人
を
増

や
す
必
要
が

あ
る
と
感
じ

た
。
地
元
の

人
と
の
ふ
れ ▲姫路城

▲京都市役所▲京都市役所にて勉強会

▲姫路城について語るガイドさん

▲教育委員会豊島さんよりお話を

▲風見鶏の館　館長さんよりお話を▲風見鶏の館　館内

▲洋風異人館の町並み

▲右：京都ノトリセツ▲シルバーによる有料ガイド

　平
成
二
十
八
年
度
の
自
治
保
存
会
育

成
事
業
は
、
七
月
六
日
〜
七
日
の
日
程

で
京
都
府
京
都
市
と
兵
庫
県
姫
路
市
・

神
戸
市
へ
視
察
研
修
に
行
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
事
務
局
を
含
め
十
八
名
、
観

光
業
に
関
わ
る
女
性
の
方
々
が
多
く
ご

参
加
下
さ
い
ま
し
た
。

　一
日
目
に
は
京
都
市
役
所
の
京
都
市

産
業
観
光
局
観
光
M
I
C
E
推
進
室
へ

視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　京
都
市
産
業
観
光
局
観
光
M
I
C
E

推
進
室
で
は
、
観
光
資
源
の
保
護
・
整
備
、

観
光
振
興
対
策
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
外
国

人
観
光
客
へ
の
マ
ナ
ー
啓
発
、
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
の
作
成
、
ト
イ
レ
の
使
用
方
法
に
関
す
る

啓
発
ス
テ
ッ
カ
ー
の
作
成
な
ど
、
当
村
で
も

急
増
す
る
外
国
人
観
光
客
受
入
れ
対
策
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　二
日
目
に
は
昨
年
三
月
に
平
成
の
大
修
理

を
終
え
た
国
宝
・
世
界
遺
産
「
姫
路
城
」
及

び
神
戸
市
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
「
神
戸
市
北
野
町
山
本
通
」
を
視
察
し
、

保
存
の
取
り
組
み
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
姫

路
城
で
は
二
組
に
分
か
れ
て
「
姫
路
城
シ
ル

バ
ー
観
光
ガ
イ
ド
」の
方
に
見
ど
こ
ろ
や
謎
、

時
に
は
ク
イ
ズ
な
ど
で
城
内
を
案
内
し
て
頂

き
ま
し
た
。

あ
い
が
大
事
。
話
を
聞
き
な
が

ら
回
る
こ
と
で
、
よ
さ
が
二
倍

に
も
三
倍
に
も
感
じ
た
。

● 

外
国
人
観
光
客
向
け
の
ガ
イ

ド
さ
ん
を
何
組
か
見
か
け
ま
し

た
。
白
川
村
で
は
合
掌
造
り
や

文
化
な
ど
に
つ
い
て
深
く
理
解

し
て
帰
ら
れ
る
外
国
人
個
人
客

は
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
国

内
外
の
お
客
様
に
村
の
本
当
の

魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
受
け
皿

は
ま
だ
整
っ
て
い
な
い
こ
と
を
感
じ
ま
し

た
。
語
学
を
生
か
せ
る
職
場
が
増
え
る
こ
と

は
、U
タ
ー
ン
者
の
受
け
皿
に
も
な
り
そ
う
。

● 

毎
月
十
日
に
地
域
住
民
や
学
校
が
参
加
し

た
清
掃
活
動
を
実
施
し
て
い
る
と
の
事
。
多

く
の
支
え
が
あ
っ
て
今
が
あ
る
こ
と
を
痛
感
。

◎
北
野
町
山
本
通
伝
建
地
区

● 

伝
建
地
区
の
活
用
と
し
て
、
良
好
な
住

宅
地
と
し
て
の
活
用
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来

た
。
洋
館
の
ペ
ン
キ
が
十
年
で
塗
り
替
え
を

必
要
と
す
る
ご
苦
労
に
驚
い
た
。
そ
れ
で
も

文
化
財
を
守
り
住
む
こ
と
を
後
継
者
に
つ
な

ぐ
努
力
と
い
う
課
題
を
共
有
で
き
た
。

● 
歴
史
ア
ー
カ
イ
ブ
の
話
か
ら
、
次
代
を

担
う
子
供
達
へ
の
「
郷
土
を
知
り
郷
土
か
ら

学
ぶ
学
習
」
の
重
要
性
を
感
じ
た
。

● 

風
見
鶏
の
館
の
館
長
さ
ん
の
説
明
は
分

か
り
や
す
く
、
ガ
イ
ド
は
や
っ
ぱ
り
重
要
だ

と
感
じ
た
。

● 

伝
統
的
建
造
物
に
認
定
さ
れ
て
い
て
も
、

維
持
や
財
源
確
保
が
難
し
く
て
所
有
者
個
人

の
負
担
が
大
き
い
限
り
は
、
今
あ
る
姿
を
残

し
続
け
る
こ
と
は
厳
し
い
の
だ
と
実
感
し
ま

し
た
。

京都府京都市　兵庫県姫路市・神戸市 視察研修

　神
戸
市
北
野
町
で
は
保
存
会
会
長
森
田
さ

ん
よ
り
伝
建
地
区
の
歴
史
的
背
景
と
現
状

を
、
神
戸
市
教
育
委
員
会
豊
島
さ
ん
よ
り
守

る
た
め
の
住
民
組
織
づ
く
り
へ
の
苦
労
や
、

次
世
代
へ
つ
な
ぐ
た
め
の
歴
史
ア
ー
カ
イ
ブ

な
ど
の
お
話
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　研
修
の
報
告
は
、
守
る
会
（
和
田
会
長
）

で
取
り
ま
と
め
て
い
た
だ
い
た
参
加
者
の
感

想
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平成28年度　自治保存会育成事業

白川郷の合掌造り （ 5） （ 4） 白川郷の合掌造り



　財団では人材育成事業の一つとして、白川小学校

の田づくりに関わる肥料や苗の他、畑づくりやプラン

ター栽培に必要な種や苗などの助成を行っています。

　今年度の5年生の田づくりでは、田植え・脱穀の

指導をしながら子供達と一緒に作業を行いました。稲

刈りについては、天候不順が続き子供達と一緒に作業

することが出来ませんでしたが、急きょ集まってくだ

さった方々と一緒に作業しました。

田づくり

　白川小学校 2年生と一緒にさつまいも掘りを行いまし
た。6月には苗植えも行っています。この畑は集落内の景
観保全を目的に休耕田を利用して作っています。児童は
職員から景観を守る大切さを学んだあと、一斉にさつま
いも掘りを行いました。

　6月3日、白川小学校5年
生と本巣郡北方南小学校 5年生の交
流学習があり、休耕田にて田植え体
験を行いました。

　今年も財団の田植えや稲刈
りを手伝ってくれた小学生・
中学生の皆さんありがとうご
ざいました。
　財団が所有する休耕田は機
械が入らない所が多くとても
大変ですが、職員と一緒に頑
張ってくれた皆さんのおかげ
でとても助かりました。これ
からも水田協力隊としてお手
伝いをよろしくお願いします。

　今年初めてすくなか
ぼちゃを植えました。
収穫までの管理を渡辺
さんが見てくださり、
たくさんのすくなかぼちゃが採れまし
た。収穫できたすくなかぼちゃを給食

センターへお
すそわけし、
９月の学校給
食に出してい
ただきました。

　財団では世界遺産の景観保全を目的に
休耕田の復旧や維持管理を
行っています。
　今年度も収穫したお米の
一部を皆さんに味わって頂
きたいと各代表へ手渡しました。

今年度も集落内で作った新米を
「瀬音さくら山荘・しゃくなげ荘」

「村学校給食センター」
へ寄贈しました。

さつまいも畑

水田協力隊

かぼちゃ畑

　２月には２年生のさつま
いもパーティーに招待して
いただき、子供達と一緒に
ゲームをしたり、さつまい
もで作ったお菓子をおいし
くいただきました。

昔ながらの景色を

子供たちに残せるよう、

今後も景観保全に

取り組んで行きます！

今後も次世代の
遺産保存のための

人づくりにつながるよう、
積極的に教育活動を

行います！

荻町集落の景観保全
～水田復旧事業～

人材育成事業 田植え体験

白川郷の合掌造り （ 7） （ 6） 白川郷の合掌造り



　財団では人材育成事業の一つとして、白川小学校

の田づくりに関わる肥料や苗の他、畑づくりやプラン

ター栽培に必要な種や苗などの助成を行っています。

　今年度の5年生の田づくりでは、田植え・脱穀の

指導をしながら子供達と一緒に作業を行いました。稲

刈りについては、天候不順が続き子供達と一緒に作業

することが出来ませんでしたが、急きょ集まってくだ

さった方々と一緒に作業しました。

田づくり

　白川小学校 2年生と一緒にさつまいも掘りを行いまし
た。6月には苗植えも行っています。この畑は集落内の景
観保全を目的に休耕田を利用して作っています。児童は
職員から景観を守る大切さを学んだあと、一斉にさつま
いも掘りを行いました。

　6月3日、白川小学校5年
生と本巣郡北方南小学校 5年生の交
流学習があり、休耕田にて田植え体
験を行いました。

　今年も財団の田植えや稲刈
りを手伝ってくれた小学生・
中学生の皆さんありがとうご
ざいました。
　財団が所有する休耕田は機
械が入らない所が多くとても
大変ですが、職員と一緒に頑
張ってくれた皆さんのおかげ
でとても助かりました。これ
からも水田協力隊としてお手
伝いをよろしくお願いします。

　今年初めてすくなか
ぼちゃを植えました。
収穫までの管理を渡辺
さんが見てくださり、
たくさんのすくなかぼちゃが採れまし
た。収穫できたすくなかぼちゃを給食

センターへお
すそわけし、
９月の学校給
食に出してい
ただきました。

　財団では世界遺産の景観保全を目的に
休耕田の復旧や維持管理を
行っています。
　今年度も収穫したお米の
一部を皆さんに味わって頂
きたいと各代表へ手渡しました。

今年度も集落内で作った新米を
「瀬音さくら山荘・しゃくなげ荘」

「村学校給食センター」
へ寄贈しました。

さつまいも畑

水田協力隊

かぼちゃ畑

　２月には２年生のさつま
いもパーティーに招待して
いただき、子供達と一緒に
ゲームをしたり、さつまい
もで作ったお菓子をおいし
くいただきました。

昔ながらの景色を

子供たちに残せるよう、

今後も景観保全に

取り組んで行きます！

今後も次世代の
遺産保存のための

人づくりにつながるよう、
積極的に教育活動を

行います！

荻町集落の景観保全
～水田復旧事業～

人材育成事業 田植え体験

白川郷の合掌造り （ 7） （ 6） 白川郷の合掌造り



　
二
〇
一
六
年
の
訪
日
外
国
人
客

は
、
前
年
比
二
一
．
七
％
増
の
二
四

〇
三
万
九
〇
〇
〇
人

と
な
り
、
四
年
連
続

で
過
去
最
高
を
記
録

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

日
本
政
府
は
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
る
二
〇
二
〇
年

に
訪
日
外
国
人
客
を

四
〇
〇
〇
万
人
に
す

る
目
標
を
掲
げ
て
お

り
、
目
標
達
成
に
向

け
た
政
策
を
順
次
展

開
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
こ
う
し
た
国
の
情

勢
は
白
川
村
に
も
波

及
し
て
お
り
、
二
〇
一
六
年
に
本

村
へ
来
訪
し
た
外
国
人
観
光
客
数

は
、
五
六
万
一
〇
〇
〇
人
と
過
去

最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。
（
本
村

の
外
国
人
観
光
客
数
の
集
計
は
、

こ
れ
ま
で「
せ
せ
ら
ぎ
公
園
駐
車

場
」に
お
け
る
観
光
バ
ス

か
ら
ヒ
ア
リ
ン

グ
調
査
し
た
も

の
で
し
た
が
、

今
回
か
ら
さ
ら
に

レ
ン
タ
カ
ー
と
定

期
・
路
線
バ
ス
を

合
算
す
る
こ
と
に

改
め
ま
し
た
。）

　
近
年
の
訪
日

外
国
人
客
の
大

半
は
東
京
、
富
士

山
、
京
都
、
大
阪

な
ど
、
い
わ
ゆ
る

ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー

ト
に
一
極
集
中
し

て
い
ま
す
が
、
今

後
は
全
国
各
地
へ
の
分
散

や
拡
散
が
進
む
中
で
、
本

村
に
お
い
て
も
さ
ら
に
増

加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　
そ
う
し
た
状
況
下
に
お
い
て
、

私
は
昨
春
か
ら
村
の
観
光
振
興
課

を
拝
命
し
、
ま
た
地
域
で

は
、
「
白
川
郷
荻
町
集
落

の
自
然
環
境
を
守
る
会
」

事
務
局
と
し
て
「
保
存
」

と
「
観
光
」
の
共
存
共
栄

に
奮
闘
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ま
ず

初
め
に
取
り
組
ん
だ
こ
と

は
、
荻
町
交
通
対
策
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
近
年
、
特
に
ア
ジ
ア
圏

の
F
I
T
（F

o
re

ig
n 

Independent 
T
our 

海
外
個

人
旅
行
）が
増

加
傾
向
で
、
こ
れ
に
伴

う
レ
ン
タ
カ
ー
が
観
光

車
両
乗
入
制
限
を
し
て

い
る
集
落
内
を
走
行
す

る
と
い
う
現
象
が
起
き

た
た
め
、
ピ
ク
ト
グ
ラ

ム（
視
覚
的
な
図
で
表

す
技
法
）を
用
い
た
多

言
語
看
板
を
要
所
に
設

置
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
日
本
語
看
板
を
、

ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
を
用
い

た
シ
ン
プ
ル
な
多
言
語

看
板
に
移
行
す
る
こ
と

で
、
外
国
人
の
誰
が
見

て
も
分
か
り
や
す
く
、

そ
し
て
景
観
に
配
慮
し

た
案
内
標
識
が
出
来
ま
し
た
。

　
ま
た
、
近
年
急
増
す
る
観
光
客

の
受
け
入
れ
対
策
と
し
て
、
文
化

や
習
慣
の
違
い
か
ら
起
こ
る
外
国

人
観
光
客
と
の
隔
た
り
の
解
消
を

図
る
た
め
、
白
川
郷
観
光
協
会
青

年
部
と
合
掌
民
宿
の
若
女
将
と
と

も
に
、
マ
ナ
ー
の
啓
発
に
親
し
み

が
持
て
る
よ
う
、
全
十
話
に
渡
る

四
コ
マ
漫
画
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
四
コ
マ
漫
画
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
介
し
て
多
く
の
外
国
人

観
光
客
に
周
知
出
来
る
よ
う
、
白

川
村
観
光
情
報
英
語
版
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
他
、
来
訪
時

に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
村
内
公
衆

無
線
L
A
N（SH

IRA
K
A
W

A
-Go 

編
集
後
記

　
今
年
度
か
ら

せ
せ
ら
ぎ
公
園

の
公
衆
ト
イ
レ

管
理
の
た
め
、

嘱
託
職
員
と
し

て
高
山
市
の
女

性
に
勤
め
て
い

た
だ
い
て
い
ま

す
。
以
前
管
理

し
て
い
た
だ
い

て
い
た
方
が
退
か
れ
、
い
ざ
村
内

で
後
任
を
探
し
て
も
な
か
な
か
見

つ
か
ら
ず
、
脈
が
あ
っ
た
と
思
い

き
や
「
お
父
さ
ん
が
ト
イ
レ
の
臭

い
が
染
着
く
か
ら
ダ
メ
」
と
言
わ

れ
た
と
の
こ
と
。
ま
さ
か
そ
ん
な

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
多
く
の

お
客
さ
ん
が
利
用
す
る
ト
イ
レ
で

掃
除
が
大
変
だ
ろ
う
と
お
父
さ
ん

が
心
配
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
と
思
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
言
葉
を
暗
示
す

る
か
の
よ
う
に
増
え
る
外
国
人
観

光
客
に
比
例
す
る
よ
う
に
、
目
を

離
す
と
「
ゴ
ミ
屋
敷
」
と
変
貌
す

る
ト
イ
レ
。
職
員
は
て
ん
て
こ
舞

い
、
何
か
対
策
は
な
い
も
の
か
と

始
め
た
の
が
ト
イ
レ
の
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
??
ク
リ
ス
マ
ス
、
正
月
、

ひ
な
祭
り
と
女
性
事
務
職
員
も
加

わ
り
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　
き
れ
い
に
飾
り
付
け
ら
れ
た
ト

イ
レ
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
??

　
な
お
、
ト
イ
レ
管
理
の
ス
タ
ッ

フ
募
集
中
で
す
! !

　
お
気
軽
に
お
電
話
下
さ
い
! !

募金ご協力者一覧（敬称略）

平成28年度

竹 筒 募 金

国重文　和田家
ふる郷　長瀬家
神田家
明善寺
合掌造り民家園
焔仁美術館
鳩谷郵便局
であいの館
白川郷の湯
城山館
民宿　十右エ門
民宿　志みづ
民宿　のだにや
民宿　久松
民宿　きどや
民宿　幸エ門
民宿　与四郎
民宿　利兵衛
民宿　一茶
民宿　かんじゃ
民宿　孫右エ門

振替による場合
・郵便振替口座　00810－6－51954
・飛騨農業協同組合白川支店（普）9203800

現金書留による場合及び資料請求先
〒501-5627　岐阜県大野郡白川村荻町2495-3
 （一財）世界遺産白川郷合掌造り保存財団
　TEL（05769）6-3111　ＦＡＸ（05769）6-3113
　☆インターネットでも受け付けています。
　　http://shirakawa-go.org/kikin.html

基金に対する
ご寄付お送り先
及び資料請求先

　合掌財団では世界遺産集落の景観保護を行うた
め、合掌造り家屋の修理に対する助成や合掌造り
を取り巻く全ての建物が農村風景に影響を与えな
いような修景に対する助成等を中心に、集落に暮
らす住民の生活により密着した事業展開を心がけ
ております。
　それらの経費を賄うには、合掌財団のわずかな
基本財産の運用益だけでははるかに及ばないのが
現状です。現在はそれを補う窮余の策として岐阜

県の助成を得て、白川村が緊縮財政の中から捻出
しています。今後の社会情勢の変化に伴い、合掌
財団に対して要請される事業がますます多様化し
ていくものと予想されます。合掌財団がこのよう
な課題にできるだけすみやかに、的確に対処して
いくためには基本財産をより充実させ、運用でき
る果実をもっともっと増やさなくてはなりませ
ん。どうか合掌財団の趣旨にご賛同くださり、皆
様の暖かいご支援、ご協力をお願いします。

世界遺産白川郷合掌集落保存基金にご理解とご協力を世界遺産白川郷合掌集落保存基金にご理解とご協力を世界遺産白川郷合掌集落保存基金にご理解とご協力を世界遺産白川郷合掌集落保存基金にご理解とご協力を

埼玉県 細谷　恵子
東京都 リウ・ミセキ
長野県　丸山　初子
神奈川県 古谷　義幸
愛知県 森　　顕敏
　〃　 ＫＤＤＩ㈱　渡辺　道治
　〃　 大森　國雄
　〃　 北條　正典（平和荘）
岐阜県 ㈲高山観光写真サービス
　〃　 ㈱三輪酒造
 　三輪　研二
白川村 白川中学校生徒会
　　　　　　　（茅刈り活動）
　〃　 ㈲ひだ白川郷かたりべ
　〃　 田口屋製菓
　〃　 白川郷荻町集落の
　　　　　自然環境を守る会
滋賀県 ㈱文教スタヂオ
 代表取締役   一円　泰成
和歌山県 石田　真紀
鹿児島県 中村　厚仁

愛知県 乗越　隆司
埼玉県 細谷　恵子
東京都 南　　久栄
神奈川県 北村　秀雄
　〃 小野　　剛
　〃 古谷　義幸
静岡県 石原　正美
愛知県 大森　國雄
　〃 河合　銀一
　〃 森　　顕敏
　〃 北條　正典
岐阜県 熊崎　孝子
　〃 早川美和子
　〃 ㈱飛騨企画販売

外国人旅行客の受け入れ
白川村観光振興課 主査 尾 崎 達 也

ありがとうございます

現在店舗に合掌基金募
金箱の設置がなく、設
置希望の方や、募金箱
の破損などありました
ら財団までご連絡くだ
さい。

民宿　源作
民宿　よきち
民宿　わだや
民宿　伊三郎
民宿　大田屋

お食事処　忠兵衛
基太の庄
白楽
文化喫茶　郷愁
喫茶　狩人
食事喫茶　今昔
ちとせ
いっぷく　ちな
山本屋
飛騨路
手打ちそば処　乃むら
しらおぎ
いさなみ
たなか屋
味処　ゆきんこ
与ぜ
白水園
いろり
喫茶　さとう
天守閣
コーヒー　鄙

あらい食堂
ます園　文助
合掌森崎
盛善
元気な野菜館
恵びす屋
おいしんぼ
おけさ
合掌庵
しゃくなげ
佐藤民芸品店
今藤商店
こびき屋
めめんこ
道の駅白川郷
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W
i-Fi

）に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

接
続
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
の
際
に
、

最
初
に
こ
の
四
コ
マ
漫
画
が
閲
覧

出
来
る
よ
う
進
め
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
飛
騨
三
市
一
村
に
よ
る

広
域
連
携
で
は
、
飛
騨
地
域
国
際

観
光
振
興
特
区
通
訳
案
内
士
養
成

講
座
を
開
設
し
て
、
高
山
市
、
飛

騨
市
、
下
呂
市
、
白
川
村
の
全
域

内
で
報
酬
を
得
た
通
訳
案
内
が
出

来
る
制
度
を
設
け
ま
し
た
。
本
村

に
お
い
て
は
、
一
名
の
方
が
試
験
に

合
格
し
本
資
格
を
取
得
さ
れ
ま
し

た
。
村
の
新
し
い
生
業
と
し
て
期

待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
平
成
二
十
七
年
、
国
が
地
方
創

生
を
推
進
す
る
中
で
、
当
時
私
は

村
の
企
画
担
当
と
し
て
、
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生「
白
川
村
総

合
戦
略
」と
い
う
村
の
将
来
計
画

策
定
に
携
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
計

画
の
中
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、

村
の
人
口
は
二
〇
四
〇
年（
平
成

五
十
二
年
）に
は
約
千
四
百
人
に

ま
で
減
少
し
、
人
口
構
造
も
今
後

ま
す
ま
す
、
少
子
高
齢
化
が
進
ん

で
い
く
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
産
業

も
、
こ
う
し
た
将
来
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
を
見
据
え
な
が
ら
、
量
か
ら
質 交通対策交通対策

白川郷の合掌造り （ 1） （ 8） 白川郷の合掌造り
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